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平成２２年３月１０日 

各 位 

 

 

一般家庭燃料向けバイオガス供給システムにおける精製装置の実用化について 

 

 

大陽日酸株式会社（社長：松枝寛祐）は、山鹿都市ガス株式会社など４社・団体が

「平成２０年度低炭素社会に向けた技術シーズ発掘・社会システム実証モデル事業」

に採択された「バイオガスの精製・輸送・貯蔵技術を用いた家庭向けの精製メタンガ

ス供給モデル事業」の実証試験に、バイオガス精製装置を納入し、国内で初めてとな

る一般家庭燃料向けバイオガス供給システムの中核となる装置として、十分な性能を

有する事が確認されました。 

 

納入したバイオガス精製装置は、家畜糞尿等の農業廃棄物処理施設である山鹿市バ

イオマスセンター（熊本県山鹿市鹿本町来民６８６－１）内のメタン発酵処理プラン

トから発生するメタンガス６０％と炭酸ガス４０％の混合ガス、いわゆるバイオガス

から炭酸ガスなどの不純物を除去し、都市ガス１２Ａ相当のガスエネルギーを有する

メタンガスを主成分とする燃料ガスに転換するものです。 

 

本装置は、精製方法に常圧再生型のＰＳＡ(Pressure Swing Adsorption)方式を採用

し、圧縮機、冷凍式ドライヤー及び精製装置本体から構成されており、特殊活性炭を

充填した吸着塔内で炭酸ガスが吸着され、精製された高濃度なメタンガスが得られる

もので、低コスト、コンパクトでありながら長期間の連続運転でも高い精製能力を維

持できると同時に精製過程において空気等の不純物が混入しないなどの優れた特徴を

有しています。 

 

今回の実証試験では、メタンガス濃度９８％以上に精製されたバイオガスをＪＦＥ

コンテイナー株式会社殿が製作した軽量トレーラーに積載されたＣＦＲＰ容器に充填

し、山鹿都市ガス株式会社殿の都市ガス製造工場に運搬され、同工場内にて行われた

燃焼実験により、都市ガス原料になり得ることが証明されました。 

 

バイオガスの利用は地球温暖化防止策の一策と言われていますが、今回の実証試験

にて得られた結果から、輸入に依存している化石エネルギーの代替エネルギーとして

バイオガス利活用の機会が更に増加するものと期待しています。 
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 バイオガスの都市ガス代替利用を目的としたＰＳＡ式バイオガス精製装置の引合い

は、国内外を問わず増加している状況を踏まえ、ユーティリティの低減や回収率の向

上といった性能改善の取組みを加速させ、バイオガス精製装置の実績拡大に取り組み

ます。 
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